
＜事業実施実績＞
⑤その他

（調査研究等）

件数

0件

0件

＜効果と成果＞

＜連携と協働の成果＞

を築くことができました。

＜人まち未来研究所＞、地域との関係づくりについて専門的な助言・サポートをいただき、拠点運営や地域

連携の充実につながりました。＜西脇市 中間支援「みんぐる」＞地域の中間支援として連携しています。

互いの役割を補完し合う関係を築いています。＜西脇市社会福祉協議会＞子ども食堂や介護予防体操などの

活動を通じて連携し、福祉分野との協働による地域支援を進めました。これらの連携・協働を通じて、

本年度は、地域内外の中間支援組織やNPO、関係機関との連携を通じて、事業の質と広がりを高める

ことができました。NPO法人北播磨市民活動支援センター＞日常的に相談しやすい体制があり、

困りごとが生じた際には迅速かつ丁寧に対応していただきました。

また、他のNPOや市民活動実践者とのつながる機会や、当法人の活動紹介の場も提供していただくなど、

活動基盤の強化につながりました。れもんの木＞活動全体をサポートしながら、現在は自立した活動を

展開されるまでに成長し、地域内での多様な活動が広がっています。協働を通じて、相互に学び合う関係

踏まえ、女性が参加しやすい環境づくりや学びの機会を継続的に提供します。

また市民活動の場を提供することで自ら企画し力をつけてこられるようになりました。これは当法人に

とっても大きな力となりました。「議員さんとのお話しの場をつくりたい」との相談があり、企画すること

まで広がり「西脇市でもっと楽しく子育て」というテーマでお話し会を開催しました。中間支援として見守り、

伴走していくことは、法人として信頼される存在になってきたからだと思います。私たちが目指すものが

見えるようになった1年でした。

一方で、中間支援として専門的な対応が求められる場面では、スタッフ体制が整っていない場合、

対応が行き詰まる懸念があることも認識しております。自立型の地域支援体制には時間が必要と考え、

次の世代の育成や専門分野のスキル強化を継続的に進めます。次の世代が育ち、中間支援が仕事として

成立するように、資金面の確保や運営方法の工夫も重要と考えています。さらに地域住民や他団体との

協働を通じて、スタッフ不足や資金課題を補いながら、小さな中間支援としての機能を安定させていきます。

中山間地域では、女性の声が届きにくく、地域活動への参加が少ないことが懸念されます。こうした課題を

本年度は、相談件数目標を意欲的に設定し、当法人として活動する姿勢を重視しました。

件数 延べ参加人数/回数 件数

R６計画 ８回／8件 24件 20人／2回 1件

①相談業務
延べ回数/団体数

②ﾈｯﾄﾜｰｸの構築 ③人材育成
④書類作成指導

・情報提供 （講座開設等）

R６実績 30回／9件 52件 48人／5回 3件

中間支援活動助成(創設)事業　実績報告

団体名 (特非)あしたあさって 代表者名
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シ メ イ

）

代表理事 高橋 章子

事業名 つながるこのまち事業



＜今後の展望＞

＜収支決算書＞
（収入）

（支出）

間接経費（一般管理費） ３４,１８１ ２８,２２１

合　計 ４０９,４０１ ４００,０００

その他（印刷費等） ５４,０２０ ５４,０２０

小　計 ３７５,２２０ ３７１,７７９

直
　
接
　
経
　
費

人件費 ２２０,０００ ２２０,０００

旅費交通費 ５４,２００ ５０,７５９

謝金 ４７,０００ ４７,０００

合　計 ４０９,４０１

区分 項　　　目 金　額（円)
左のうち

助成対象金額
（円）

悩みのある暮らしを支え取り組んでいけるよう、これからも地域の中で一緒に汗をかいていきたいと思います。

項　　　目 金　額（円)

中間支援活動助成金 ４００,０００

自己資金等 ９,４０１

他団体との連携を強化し支援体制の安定化を図っていきます。

小さなまちの小さな中間支援として、人材育成と運営体制の工夫を重ね、次の世代の担い手が育ち、中間

支援が継続的な事業として成り立つよう、段階的な自立を目指します。地域の実情や行政施策とも連動しながら、

関係機関や団体との連携を深め、持続可能な地域支援の基盤づくりに取り組んでいきます。そのためにまだまだ

元気で地域の中で自分の役割を見出し、活動する場を求めている高齢者も多いことに注目しています。

自分たちの特技を活かし地域住民の役にたちたいと奮闘されています。中山間地の中間支援として、色んな覚悟や

できました。＜西脇市＞双方で必要な情報を共有しています。

本事業で、相談ニーズの増加や連携の広がりといった成果が確認できました。また、中山間地域では女性

の声が届きにくく、活動参加が少ない課題があります。中間支援として専門的対応が求められる場面では、

スタッフ体制や資金面の工夫が今後の課題です。次の世代の担い手育成と、中間支援が仕事として成り立つ

基盤づくりも重要です。女性をはじめ多様な人が参加しやすい環境を整備していくことも継続して行っていきたい

と考えます。さらに、SNSや情報発信を活用して私たちの活動や地域、それぞれ個人の課題への関心を広げ、

単独では対応が難しい課題にも取り組むことができ、地域の中間支援としての役割を着実に広げることが


